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OFSCの活動について

2005/4/15
事務局

株式会社フォアサイト
代表取締役 酒美 保夫
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外食企業のITに対する経営者とシステム責任者の課題認識

経営者

システム責任者

投資対効果が低い

外食企業向けシステムがク
ローズドで柔軟性が低い
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現状の外食企業システムとOFSCが目指す姿

情報ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ
・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

・・・ｼｽﾃﾑ

外食企業・業務フロー外食企業・業務フロー

（情報と意思決定の流れ）（情報と意思決定の流れ）
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店舗運営業務

・・・・・業務

・・・・・業務
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・・・・・業務

営業に関する業務

経営戦略に関する業務

財務に関する業務

人事に関する業務

商品に関する業務

出店に関する業務

A社製
店舗システム

B社製
販売管理システム

E社製
財務システム

C社製
発注システム

現状の一般的外食企業
システムの例

D社製
給与システム

各ベンダー間で取り決めが必要
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将来像実現のための『Open化』

n 『Open化』の効果
q 各社機器・ソフトの選択肢の拡大

n 専用機器と汎用機の適正な競合
q ユーザの開発資産の継承
q システムの部分的増設・変更に柔軟に対応可能
q 新規ベンダーの参入促進
q 新しいビジネスとの融合

n 全体システムをマルチベンダーで実現
n 参加各社のコラボレーション活性化
n 外食企業・ITベンダー双方の投資削減

q ITベンダー各社がコラボレーションが容易となり投資削減可能
q ユーザの投資に対する自由度が生まれる

オープン化の目的

現状全体システムを全て提供できるベンダーはいない



3

Copyright(C) 200５Foresight Corporation. All rights reserved. 5

外食企業のITシステムの課題解決と『Open化』

経営者

システム責任者

投資対効果が低い

外食企業向けシステムがク
ローズドで柔軟性が低い

『Open化』が課題解決のキー
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計画
A社

販売
在
庫

発注

n 目的
q 『企業情報システム実現のため、各機
器・サブシステムの有機的連携』

n インタフェース仕様が標準化されていること

n 標準に基づいた機器・サブシステムの登録

n IT業界全体の技術動向
計画
B社

計画
C社

『将来像』の実現方法の検討
（『有機的な連携』のためのルール作り）

各機器・サブシステムのそのものは
各ベンダーの創意工夫
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連携のためのプラットフォーム
店舗

Server

会計 オーダリング 集計/分析

発注 勤怠 厨房i/f

業務ｿﾌﾄ

・プロトコルとデータ交換Format
の標準化

ハードウェア・ネットワーク
レベルではすでに標準化

上位のインターフェイス仕
様のルール化のみ
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『有機的な連携』のイメージ

POS Appli Order Entry Appli Kitchen Pr.AppliStore Server Appli Center Server Appli 1Order Entry．Appli

Appli.

Local Dev.の標準化

（Odering Control）

（Store Data Base)・・・・

Center Server Appli 2

Center

Appli. Appli. Appli. Appli. Center Server Appli 3
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Open化のための標準化

H/W
OS

AP I/O

OS

API/O

H/W

標準化されたプロトコルと
データ交換Format

（例）業界標準

プロトコル：SOAP（＋TCP/IP）

データ交換Format：XML

OFSCでやるべきこと：『タグ』の定義と普及
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コンソーシアムをより有意義なものするために

メーカ

システム
ベンダー

外食企業
システム部門

外食企業
経営層・スタッフ

関連業界

マルチベンダー
保守・サポート

経営者の要求の反映

システム担当者の活動
のオーソライズ

Open化のキー
ユーザの最大懸念

コンソーシアムの価値UP
相互のビジネスチャンス拡大

US・海外との
連携

USの活動と連携
グローバル化に対応
検討期間のミニマイズ
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OFSCのマイルストーン

2004年度 2005年度 2006年度 2007年度

O
FS

C

正
式
発
会

外
食
企
業
シ
ス
テ
ム
全
体
像
完
成

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
完
成

外
食
企
業
業
務
フ
ロ
ー
完
成

仕
様
準
拠
機
器
・
サ
ブ
シ
ス

テ
ム
供
給
可
能

仕
様
準
拠
シ
ス
テ
ム
供
給
可

能

ユーザ個別導入検討可能

勉強会→コンソーシアム

ユーザ

メーカ

SI

機器・サブシステム開発

システム開発

１次
完成
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2005年度活動計画
05.2.18 05.秋 06.春

設立大会 全体会 全体会

業務フロー分科会

店舗情報システム分科会

コンソーシアム 公式Webサイト（会員向け・一般向け）

Ø設立趣意書
確認

Ø会則承認
Ø活動方針
Ø分科会設定

業務情報システム分科会

HoteRes

05.3．8

発表

実質活動 実質活動

05.6

OFSCセミナー

05.11

OFSCセミナー

店舗情報システム分科会

会員相互の個別コラボレーション

TOPヒヤリング TOPミーティング


